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４病院一式
釜石、遠野、江刺、千厩病院



仕　　様　　書
			
１　調達物品及び構成内訳		
全自動尿分析システム（釜石、遠野、江刺、千厩の４県立病院）　　１式
			
			
２　技術的要件		
 (1)本件調達物品に係る性能、機能及び技術等の要求要件は別紙のとおりである。
 (2)入札機器の性能等が技術的要求要件を満たしているか否かの判断は、医療局業務支援課において入札機器に係る技術仕様書その他の入札説明書で求める提出資料の内容を審査して行う。		
			
３　その他		
 (1)入札機器は、入札時点で製品化されていること。		
 (2)入札機器のうち、医療機器に関しては、納入時点で「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」に定められる製造の承認を得ている物品であること
 (3)リモート保守を利用する場合は、事前に病院の指示を受け医療局医事企画課へ必要な申請をすること。		


全自動尿分析システム
技術仕様書

1 調達品名及び数量
全自動尿分析システム　一式

2 構成内容
2-1 尿定性(全自動)分析装置 ４台
2-2 尿中有形成分分析装置 　４台

3 技術的要件の概要
3-1 当施設が示す仕様と同等もしくはそれ以上の性能を有する装置で、尿定性・尿中有形成分分析共に同一メーカーで検体搬送接続が出来る機器とする。
3-2 当施設に機器を納入後も、修理等のサービス体制が整備されている業者であり、かつ機器についての技術的な向上についても責任を持ってサービスの行き届いた業者から納入される機器とする。

4 備えるべき技術的要件
[bookmark: _Hlk218519173]4－1 尿定性(全自動)分析装置
4－1－1 Glu、Pro、Bld、Bil、Uro、pH、Ket、Nit、Leu、Cre、Alb、S.G、色調、濁度(装置)
       (演算項目Pro/Cre比、Alb/Cre比)が測定可能な試験紙を有すること
4－1－2 AlbとProにおいて異なる測定原理の試験紙を有していること。
4－1－3試薬に記載されたバーコードを読み取ることでLot No.の管理を行えること。
4－1－4約225検体/時間の高速処理能力を持ち、多検体でも迅速に処理できること。
4－1－5微量検体モードを有し、必要検体量1ml以上での測定が可能であること。
4－1－6カップスタットモードを採用し、尿カップのまま緊急検体測定が可能であること。
4－1－7 2つの試験紙フィーダーを内蔵しており、1フィーダー200枚まで試験紙導入が可能なこと。
4－1－8 400検体までの連続測定やオーダーによる試験紙の使い分けが可能であり、操作性に
      優れていること
4－1－9 測定中に試験紙の補充が可能であり操作に優れていること(試験紙補充で測定を止める必要なし)。
4－1－10 試験紙追加・交換時のキャリブレーションが不要なこと。
4－1－11 試験紙にはブランクパッドが採用されており、着色尿の影響を受けにくいこと。
4－1－12 環境温度の影響を補正する機能を有し、温度による誤差要因を軽減することができること。
4－1－13 Bil、Uro、Ketに関し異常発色検知機能を有し、薬剤等による偽陽性を検知する機能を有すること。
4－1－14 比重補正機能を有し、温度およびGlu、Proから自動補正が可能であること。
4－1－15 内蔵バーコードリーダーを搭載しており、検査室のシステム化に対応できること。
4－1－16 同一メーカーの尿中有形成分分析装置と検体搬送接続が可能であり、業務の効率化が期待
      できること。

[bookmark: _Hlk218519191]4－2　尿中有形成分分析装置
4－2－1 画像解析タイプの尿中有形成分分析装置であること。
4－2－2 測定原理はフロー式画像測定法を採用していること。
4－2－3 消耗品が液状品のみであること。
4－2－4 カートリッジなどの固形の感染性廃棄物が出ず、廃棄費用が抑えられること。
4－2－5 測定時に無染色のカラー画像を確認することが出来ること。
4－2－6 成分画像例を集めたアトラス画像集を標準搭載していること。
4－2－7 自社専用コントロール試料を有しており、内部精度管理にも対応していること。
4－2－8 内蔵バーコードリーダーを搭載しており、検査室のシステム化に対応できること。
4－2－9 同一メーカーの尿定性(全自動)分析装置と検体搬送接続が可能であり、業務の効率化が期待
       できること。

4－3　その他
4－3－1 尿定性(全自動)分析装置と尿中有形成分分析装置をブリッジ接続ユニットにて相互接続すること。
4－3－2 オンライン接続により、上位システムとの連携をすること。

